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 要 旨 
背景と目的： 
軽度~中等度のアルコール摂取は心疾患リスクと負の関連であると一致しているが、脳卒

中との関連については明確ではない。軽度~中等度のアルコール摂取は脳卒中リスクを低下

させると指摘されているが、女性におけるデータは僅かであり、女性での量反応関係の有

無は明らかではない。 
方法： 
対象者はベースライン時に循環器疾患およびがんの診断を受けていない 83,578 名の

Nurses’ Health Study の女性参加者で、1980 年から 2006 年まで追跡した。自己回答によ

るアルコール摂取のデータはベースライン時とその後、ほぼ 4 年ごとに評価した一方、脳

卒中と潜在的交絡のデータはベースライン時とその後、2 年ごとに評価した。脳卒中は

National Survey of Stroke の基準によって分類した。 
結果： 

1,695,324 人年で 2,171 名の脳卒中罹患が観察された。多変量調整分析では、非飲酒者と

比較すると、脳卒中の相対リスクはアルコール摂取量<5g/日で 0.83 (95%CI; 0.75-0.92)、5
～14.9ｇ/日で 0.79 (0.70-0.90)、15～29.9g/日で 0.87 (0.72-1.05)、30～45g/日で 1.06 
(0.86-1.30)であった。結果は虚血性および出血性脳卒中でも同様であった。 
結論： 
軽度~中等度のアルコール摂取は全脳卒中のリスク低下と関連した。適度にアルコールを

摂取する女性のこの集団では、アルコールに関連した全脳卒中リスク上昇は観察されなか

った。 

 




